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1. 総則 

（１） 適用 

本仕様書は、夷隅郡市広域市町村圏事務組合水道事業（以下、「甲」とい

う。）が実施する「統合版水道情報管理システム購入」（以下、「本システム購

入」という。）に適用し、受注者（以下、「乙」という。）が納入するシステム

について必要な事項を定めるものである。 

 

（２） 目的 

本事業では、勝浦市、いすみ市、大多喜町及び御宿町が管理する管路情報を

広域的に再構築し、電子化することで安定的な水道水の供給体制を整備するこ

とを目的とする。 

また、施設情報システムを併せて構築し、電子化による効率化を図ることで

適切なアセットマネジメントを推進し、持続可能な水道事業を実現することを

目指す。 

 

（３） 履行期間 

本システム購入の履行期間は、契約の翌日から令和１１年３月２３日までと

する。 

 

（４） 準拠する法令等 

本システム購入の実施にあたり、本仕様書及び、契約書によるほか、次の関

係法令及び、諸規則等に基づいて実施するものとする。 

① 水道法(昭和３２年法律第１１７号) 

② 水道法の一部を改正する法律（平成３０年法律第９２号） 

③ 水道法施行規則(昭和３２年厚生省令第４５号) 

④ 水道維持管理指針(公益社団法人日本水道協会) 

⑤ 測量法(昭和２４年法律第１８８号) 

⑥ 国土交通省公共測量作業規程 

⑦ 個人情報の保護に関する法律(平成１５年法律第５７号) 

⑧ その他関係する法令及び、諸規則等 

 

（５） 疑義 

本仕様書、契約書に定めのない事項及び、業務中における疑義が生じた場合

は、甲と乙が協議の上、解決するものとする。 
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（６） 守秘義務 

乙は、本システム購入の業務において知り得た情報や、結果を第三者に漏ら

してはならない。また、契約期間の満了後も同様とする。 

 

（７） 個人情報の保護 

貸与資料や各種データの保管、管理を行うなかで、情報の漏洩があってはな

らない。また、「ISO／IEC２７００１（情報セキュリティマネジメントシステ

ム）」の認証及び「JIS Q １５００１（プライバシーマーク）」を受けている

こと。なお、認証取得していない場合は、契約締結日までに認証を取得し、証

明書類を甲に提出すること。 

 

（８） 貸与資料 

乙は甲から貸与された資料について丁寧に取り扱い、紛失や破損等に注意し

使用後は速やかに甲に返却しなければならない。また、甲の許可なく複製、他

への公開や第三者への貸与等を禁止する。 

 

（９） 契約内容の変更 

本システム購入の契約内容に変更が生じた場合は、甲と乙が協議するものと

する。 

 

（１０）  関係機関との折衝等 

本システム購入における業務遂行上、欠くことの出来ない官公署等との折衝

や法令等に基づく許可申請等が生じた場合は乙が行うものとし、その費用につ

いては乙の負担とする。但し、甲が行うべきものについては甲が行う。 

 

（１１） 保安対策 

乙は現地調査の遂行にあたり、道路法や道路交通法等関係する法令等を遵守

するとともに、必要な安全対策を講じなければならない。なお、万一事故等が

発生した場合は、乙の責任において円滑に処理を行い速やかにその旨を甲に報

告すること。  

   

（１２） 損害賠償責任 

乙は本システム購入の業務実施中に生じた事故及び第三者に与えた損害に対

して一切の責任を負い、その内容や原因、経過等を甲に速やかに報告するもの
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とする。なお、損害賠償等の請求があった場合は、一切の処理を乙の責任にお

いて行うものとする。但し、天災など通常乙のみの責任と考えられない場合

は、甲と乙の別途の協議とする。 

 

（１３） 契約不適合責任 

納入完了後１年以内に契約の内容に適合しない状態（契約不適合）の成果品

が認められた場合は、乙の責任において無償で修正を行うものとする。 

 

（１４） システム要件 

① 本システムを構築する乙は、甲に対して高品質なシステムの提供を保証す

るものとする。よって乙は、「ＩＳＯ９００１（品質マネジメントシステ

ム）」の認証を取得していなければならない。 

② 本システム稼働後の保守と後のデータ更新サポート等の業務委託を見据え

ているため、構築に用いるソフトウェアは乙が開発したものでなくてはな

らない。よって、乙以外の者が開発したソフトウェアを用いることはでき

ない。 

 

（１５） 技術者資格要件 

① 本業務は、水道事業に用いるシステムの構築業務であり、管理技術者及び照査技

術者は、次の何れかの資格を保有した者でなくてはならない。 

② 管理技術者と照査技術者は兼務できない。 

③ 現地調査実施にあたっては、水道施設管理技士（管路）２級以上の資格を有する現

地調査技術者を１名以上配置し、安全・円滑に各種調査を行うこと。 

④ 業務着手に先立ち、各技術者選任通知書及び、雇用証明書（保険証の写し）を甲

に提出し、承認を得なければならない。 

⑤ 在職歴が３年以上の者でなくてはならない。 

⑥ 他社在籍出向者及び、派遣社員等を配置することは認めない。なお、③については

その限りではない。 

 

（１６） 身分証明書の携帯 

現地調査にあたり乙は、甲の発行した身分証明書を携帯するものとし、住民

等から業務の目的や調査内容等の説明を求められた場合には、身分証明書を提

示したのちに説明すること。また、第三者の敷地内に立ち入る場合においても

同様とし、必ず承諾を得たのちに立ち入らなければならない。 
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（１７） 提出書類等 

乙は業務にあたり次の書類を甲に提出し、甲の承認を得たのちに委託契約締

結の日から１４日以内に業務に着手しなければならない。 

① 着手時 

(ア) 業務工程表 

(イ) 雇用証明書（保険証等にて入社年月日が証明できるものを添付するこ

と） 

(ウ) ISO/IEC２７００１（情報セキュリティマネジメントシステム）取得証明

書の写し 

(エ) 「JIS Q １５００１（プライバシーマーク）」取得の証明書の写し 

(オ) ISO９００１（品質マネジメントシステム）取得証明書の写し 

(カ) 業務実施計画書 

② 期間中 

(ア) 借用書又は受領書（引渡しの日から７日以内） 

(イ) 打合せ記録簿 

(ウ) 作業月報 

③ 業務完了時 

(ア) 完成（皆納）通知書 

 

（１８） 再委託等の禁止 

本システム購入の全部又は一部を第三者に再委託してはならない。 

 

（１９）  権利の帰属 

本システム購入における成果品のすべては、甲に帰属する。よって甲は使用

権を有し、甲がデータを使用するにあたっては一切の制限を受けないものとす

る。ただし、納品するソフトウェアの著作権は、乙が所有するものとする。 

 

（２０） その他 

仕様書に明記されていない事項については、甲乙の協議に従うものとする。
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2. 構築概要 

（１） 現状等 

甲の所有する施設等の現状は次のとおりである。 

① 行政面積（いすみ市）  １５７.５０㎢ 

行政面積（勝浦市）   ９３.９６㎢ 

行政面積（大多喜町）  １２９.８７㎢ 

行政面積（御宿町）   ２４.８５㎢ 

② 給水戸数（いすみ市）  １７,２４６戸 

給水戸数（勝浦市）   ７,８７３戸 

給水戸数（大多喜町）   ３,７２７戸 

給水戸数（御宿町）   ３,９３１戸 

③ 管路延長（いすみ市）  ６３１.４７㎞（導･送･配水管） 

管路延長（勝浦市）  １９７.４４㎞（導･送･配水管） 

管路延長（大多喜町）  １３４.５２㎞（導･送･配水管） 

管路延長（御宿町）  １１０.２９㎞（導･送･配水管） 

④ 浄水場（いすみ市）      ４箇所 

浄水場（勝浦市）          １箇所 

浄水場（大多喜町）         ２箇所 

浄水場（御宿町）          １箇所 

 

（２） 再構築概要 

再構築概要及び数量は次のとおりである。 

① 計画準備 

(ア) 作業計画      １式 

(イ) 資料収集・整理     １式 

(ウ) 基本設定・シンボル設定    １式 

② 背景地図構築 

(ア) 市販地図コンバート               １式 

③ データ取込 

(ア) シェープファイル取込    １式 

(イ) データチェック・表記文字調整   １式 

(ウ) 水道料金データ取込    １式 

④ 資料閲覧・下図作成 

(ア) 下図用白地図印刷    １式 
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(イ) 配水施設資料閲覧・下図作成   １式  

(ウ) 給水装置資料閲覧・下図作成   １式 

⑤ 現地調査 

(ア) 弁栓類現地調査（音聴調査含）いすみ市  ３,５００箇所 

(イ) 弁栓類現地調査（音聴調査含）勝浦市  １,９００箇所 

(ウ) 弁栓類現地調査（音聴調査含）大多喜町   １,２５０箇所 

(エ) 弁栓類現地調査（音聴調査含）御宿町     ２８０箇所 

(オ) 給水装置現地調査(音聴調査含)いすみ市  １７,２４６戸 

(カ) 給水装置現地調査(音聴調査含)勝浦市   ７,８７３戸 

(キ) 給水装置現地調査(音聴調査含)大多喜町   ３,７２７戸 

(ク) 給水装置現地調査(音聴調査含)御宿町   ３,９３１戸 

(ケ) 水圧測定（いすみ市）       ２００箇所 

(コ) 水圧測定（勝浦市）         ８０箇所 

(サ) 水圧測定（大多喜町）         ６０箇所 

(シ) 水圧測定（御宿町）         ３０箇所 

(ス) 流量測定（いすみ市）           ４箇所 

(セ) 流量測定（勝浦市）           ３箇所 

(ソ) 流量測定（大多喜町）           ３箇所 

(タ) 流量測定（御宿町）           ２箇所 

⑥ 配水施設データ 

(ア) 配水施設作図     １式 

(イ) 配水施設属性入力    １式 

⑦ 給水施設データ 

(ア) 給水装置作図     １式 

(イ) 建物属性情報入力    １式 

⑧ 管網解析 

(ア) 初期設定      １式 

(イ) 管網解析モデル作成    ３モデル  

⑨ 漏水修繕履歴データ 

(ア) 情報入力・スキャニング登録   １式 

⑩ 構築データ確認 

(ア) 入力チェック用図面印刷    １式 

(イ) 入力チェック     １式 

⑪ セットアップ・納品 
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(ア) 初期セットアップ    １式 

(イ) LAN 初期設定・工事    １式 

(ウ) 操作指導      １式 

 

施設情報システム構築業務 

① 計画準備 

(ア) 作業計画・設計協議    １式 

(イ) システム計画立案    １式 

(ウ) 初期設定（表記等）    １式 

② データ整理・取込 

(ア) 施設情報データ整理・取込   １式 

③ セットアップ・納品 

(ア) 管路情報システム連携    １式 

(イ) 操作指導      １式 

 

（３） 提供データ 

再構築に当たって甲から乙に以下の資料を貸与する。 

① 既存システムシェープデータ 

② 竣工図（紙・PDF） 

③ 給水台帳（紙・PDF） 

④ 水道料金システムデータ（CSV 形式） 

⑤ 漏水修繕情報 

⑥ その他必要なデータ等 

 

（４） 計画準備 

① 作業計画 

(ア) 本システム購入が円滑かつ正確に行われるよう、機材の点検や、知識と

経験などを勘案した従事者の選定と人員の配置など、十分に検討した上

で実施計画書を作成すること。 

(イ) 機器設置箇所は管網モデル構築を考慮し選定すること。 

② 資料収集・整理 

(ア) 既存資料の収集整理や、数量等の確認をすること。 

③ 基本設定・シンボル設定 
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(ア) システムに用いるシンボルや属性項目等を甲と協議したのちに決定する

こと。 

(イ) 決定したシンボルや属性項目をシステムに設定すること。 

 

（５） 背景地図構築 

① 背景地図登録 

(ア) 背景地図として、ベクター形式の電子地図の取り込みをすること。 

 

（６） データ取込 

① シェープファイル取込 

(ア) 甲が提供するシェープファイル形式データを参考としてシステムに取り

込むこと。 

 

（７） 資料閲覧・下図作成 

① 下図用白地図印刷 

下図作成用の白地図にて印刷すること。 

② 配水施設資料閲覧・下図作成 

(ア) 配水施設の下図を作成するため竣工図を閲覧し、工事範囲や属性情報を

収集し転記すること。 

③ 給水装置資料閲覧・下図作成 

(ア) 給水装置の下図を作成するため給水台帳を閲覧し、配水管との結線や属

性情報を収集し転記すること。 

(イ) 給水台帳を参照した給水管と、現地調査したメータの位置を下図に反映

すること。なお、給水契約の申込み時から移動されているメータは、不

明給水管路として点線で作図すること。 

 

（８） 現地調査 

① 弁栓類現地調査 

(ア) 配管状況及び仕切弁、空気弁、排泥弁、消火栓、減圧弁等が図面上と現

地で合致しているか目視にて確認すること。同時に蓋を開けて種類、スピ

ンドル深度も確認すること。図面上に弁栓類の記載はあるが、現地では不

明な場合はボックスロケータなどを使って有無を確認すること。また、音

聴棒を用いて弁栓類より直接音聴を行い、漏水音（漏水疑似音）の有無を

確認すること。 
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(イ) 現地調査で発見された漏水音（漏水疑似音）箇所に対し、漏水確認調査

を行い、漏水の有無及び位置の特定をすること。なお、ボーリング調査を

実施する場合、他の埋設物等に損傷を与えないよう十分に注意して実施す

ること。 

(ウ) 漏水が確認された際には、マーキング等で明示し、調査年月日、漏水状

況、管種、口径、推定漏水量、路面状況などを記載した調査票を作成し、

速やかに監督員に報告すること。 

(エ) ドレン（排泥）管の場所から排水されている場合は監督員に報告するこ

と。 

(オ) 調査機器等は全て乙が用意すること。 

② 給水装置現地調査 

(ア) 各戸の現地調査を実施して、メータ位置の確認を行うこと。また、音聴

棒を用いてメータの直接音聴を行い、漏水音（漏水疑似音）の有無を確

認すること。 

(イ) メータより直接音聴を行い発見された漏水音（漏水疑似音）箇所に対

し、漏水確認調査を行い、漏水の有無及び位置の特定をすること。 

(ウ) 漏水が確認された際には、マーキング等で明示し、調査年月日、漏水状

況、管種、口径、推定漏水量、路面状況などを記載した調査票を作成

し、速やかに監督員に報告すること。 

(エ) 調査機器等は全て乙が用意すること。 

③  水圧測定 

(ア) 管網解析モデルの構築を考慮して流量測定箇所の選定および測定を行うこ

と。 

(イ) 測定対象の消火栓にて、水圧データロガの設置が可能か下見を行い、位

置・形状等の確認をすること。 

(ウ) 水圧異常地区については、結果を抽出し報告すること。 

(エ) 測定方法は、設置可能な消火栓に水圧データロガを設置して行い、７２

時間連続して記録すること。 

(オ) 水使用時期を統一した情報が必要なため、水圧測定箇所は同配水系統内

にて同時設置同時測定で行うこと。 

(カ) 調査機器等は乙が用意すること。 

(キ) 本システム上で測定データが閲覧可能であること。 

④ 流量測定 
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(ア) 管網解析モデルの構築を考慮して流量測定箇所の選定および測定を行うこ

と。 

(イ) 測定対象の橋梁添架管にて、超音波流量計の設置が可能か下見を行い、位

置・形状等の確認をすること。 

(ウ) 測定方法は、設置可能な橋梁添架管または消火栓に流量計を設置して行

い、７２時間連続して記録すること。 

(エ) 水使用時期を統一した情報が必要なため、流量測定箇所は水圧測定と合わ

せて同時設置同時測定で行うこと。 

(オ) 調査機器等は乙が用意すること。 

(カ) 本システム上で測定データが閲覧可能であること。 

 

（９） 配水施設データ 

① 配水施設作図 

(ア) 下図を取り込みし、本システム上に作図すること。 

② 配水施設属性入力 

(ア) 導・送・配水管、弁栓、配水池、水管橋、ポンプ施設等の作図及び属性情報

を入力し、リンクすること。 

③ データチェック・表記文字調整 

(ア) 導・送・配水管、弁栓、給水装置、配水池、ポンプ施設等の位置等は現地調

査で位置が誤っている場合、修正すること。また配水管の接続状況を確認し

未接続箇所は全て修正すること。 

 

（１０） 給水施設データ 

① 給水装置作図 

(ア) 下図を取り込みし、本システム上に作図すること。 

② 建物属性情報入力 

(ア) 給水装置を作図して配水管と接続し、建物にリンクすること。 

(イ) 水道料金システムデータの水栓番号を基にリンクし、給水装置の属性情報と

すること。 

(ウ) 建物情報として、水道料金システムより出力された料金の情報をリンクする

こと。 

(エ) 一戸建て建物上には使用者名を、集合住宅には集合住宅名を表示すること。

また、使用者名と違う表記（屋号など）や２世帯住宅についての表記名称は

甲に確認すること。 
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(オ) 貯水槽は作図登録後、断水検索などで反映できるように、建物にリンクする

こと。また、貯水槽がある建物を色別で強調できるように構築すること。 

(カ) 水道料金システムからデータを取り込み時、アンマッチデータが発生した場

合は一覧表にまとめること。 

 

（１１） 管網解析 

① 初期設定 

(ア) 管網解析モデル作成のために必要な準備、甲との打合せ協議を行うこ

と。 

(イ) 国土地理院から提供されている基盤地図情報から、解析に必要となるデ

ータを取得するとともに、弁栓類の開閉状況等、解析に必要となる資料を

収集又は調査すること。 

(ウ) 解析に必要な属性情報の数値確認や入力を行うこと。 

② 管網解析モデル作成 

(ア) 現地調査の水圧・流量測定データ、各水系の配水量データを利用して時

間係数を設定し、最大配水量モデル・最小配水量モデル・平均配水量モ

デルを作成すること。 

(イ) 配水量やポンプ所等の施設の水量を設定し、時間係数を算出し、各管網

解析モデルを作成する。 

(ウ) 管網内の水圧、流量情報を現地調査し、実測値と計算値との乖離を抽出

し、結果を甲に報告すること。 

(エ) 解析データと水圧測定結果データを比較し、有効水頭±５ｍの範囲を基

準として地盤高等の調整を行うこと。なお、データの乖離が解消されな

い場合には、甲に報告し、再度協議を行うものとする。 

(オ) 解析データと水圧測定結果データの整合がとれるよう解析を繰り返すこ

と。 

 

（１２） 漏水修繕履歴データ 

① 漏水修繕情報登録 

(ア) 過去に報告された漏水修繕ポイントを登録し、修繕日、管種、口径など

を属性情報として入力すること。 

 

（１３） 構築データ確認 

① 入力チェック用図面印刷 



 

12 

(ア) 入力した図形の表記文字や位置を確認するため、チェック用図面を出力

する。 

② 入力チェック 

(ア) 指定したシンボルで表示されているか、検索や印刷時にエラーが出ない

かといった入力ミスがないかチェックし、整合性をはかること。 

(イ) 管路未接続チェックをシステム上にて行うこと。 

 

（１４） セットアップ・納品 

① 初期セットアップ 

(ア) 作成された本システムデータを納品用の全てのパソコンにセットアップ

すること。 

(イ) 導入するソフトウェアを納品用の全てのパソコンにセットアップするこ

と。 

② ローカルモバイル版データ移行 

(ア) 本システムからモバイル端末へデータ（背景図、管網データ、給水デー

タ、ファイリングデータ、その他登録情報）を移行する。 

③ LAN 初期設定・機器設置 

(ア) 甲の指定場所に納品機材一式を設置すること。 

(イ) LAN ケーブルやアダプタが必要となった場合、乙が設定すること。 

④ 操作指導 

(ア) 操作説明書に従って操作指導を実施すること。 

 

3. 施設情報システム構築業務 
（１） 計画準備 

① 作業計画・設計協議 

(ア) 本システムが円滑かつ正確に納入されるよう、機材の点検や、知識と経験

などを勘案した従事者の選定と人員の配置など、十分に検討した上で業務

実施計画書を作成すること。 

(イ) 本システムに用いる管理項目等を甲と協議したのちに決定すること。 

(ウ) 既存資料の収集整理や、数量等の確認をすること。 

② システム計画立案 

(ア) 甲が管理する施設情報の管理内容を把握し、施設情報システムの運用設計

計画を立案すること。 

③ 初期設定（表記等） 
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(ア) システム上で表記される文字や記号を甲に確認のうえ設定すること。 

 

（２） データ整理・取込 

① 施設情報データ整理・取込 

(ア) 竣工完成図書、製本図面、工事写真、修繕日報、保守点検記録などを分類

整理し、電子データとして登録すること。 

（３） セットアップ・納品 

(ア) 管路情報システム連携 

(イ) 操作指導 

 

4. 成果品 
成果品はハードを含めて納品すること。 

① ハードウェア      １式 

② ソフトウェア      １式 

③ 管路構築データ                   １式 

④ 管網モデルデータ                  １式 

⑤ 漏水修繕データ                   １式 

⑥ 水圧測定データ      １式 

⑦ 流量測定データ      １式 

⑧ 施設構築データ      １式 

⑨ システム操作マニュアル               ２部 

⑩ 簡易マニュアル      ５部 

⑪ 現地調査報告書      １部 

⑫ 業務報告書      １部 
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5. 管路情報管理システム 

（１） 図形データ項目 

データの入力は、以下の内容に整理して登録すること。なお項目の追加、変

更など詳細については、甲と乙にて協議し、構築すること。 

① 導・送・配水管 

口径・管種・継手別に分けられた分類 

② 弁栓類 

仕切弁、止水栓、不断水式簡易仕切弁、ソフトシール弁、バタフライ弁、

電動弁、単口空気弁、双口空気弁、急速空気弁、減圧弁、調整弁、逆止弁等 

③ 消火栓 

単口消火栓(地下式)、単口消火栓(地上式)、空気弁付消火栓、単口消火栓

(補修弁付)、双口消火栓(地下式)、双口消火栓(地上式)等 

④ 給水装置 

給水管、メータ、メータ撤去、仕切弁(給水)、止水栓、給水片落管、管種

変更位置(給水)、私設消火栓、受水槽、給水栓止め等 

⑤ その他の施設 

栓止め、管種・工事変更点、口径変更点、配水池、ポンプ等 

⑥ 施設文字 

管路表記、住戸表記 

 

（２） 管種表記文字及びシンボル記号 

管種に関する表記文字及び、シンボル記号等の設定については、必要最適な

仕様詳細を、甲と乙が協議の上、決定すること。 

 

（３） 属性データベース構築 

① 導・送・配水管属性情報は、甲が提供する既存のシェープデータから移行

すること。 

② 給水装置属性情報は、甲が貸与する水道料金システムデータ（CSV 形式）

の情報を取り込み、登録すること。 
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（４） 属性データ項目 

下記の属性項目の内容は案であり、詳細属性項目については甲と乙が協議の

上、決定すること。 

 

① 導・送・配水管情報属性項目 

管区分、布設年度、竣工図番号、管種、口径、継手形式、延長、配水系

統、備考 

② 弁情報属性項目 

図面番号、弁番号、設置年度、工事番号、種類、管口径、開閉状況、開閉

方向、備考 

③ 消火栓情報属性項目 

図面番号、消火栓番号、設置年度、工事番号、型式、管口径、副弁有無、

水圧情報、備考 

④ 浄水場、配水池属性項目 

浄水場・配水池名、配水系統名、H.W.L、L.W.L、容量、地盤高、備考 

⑤ メータ情報属性項目（基本は水道料金システムから得られる項目とする） 

水栓番号、検針区、検針番号、使用者名、所有者名、設置年月日、検定満

了年月、メータ型式、メータ口径、メータ番号、住所、番地、方書、電話番

号、使用水量、開栓・閉栓情報、備考 

給水装置情報については、集合住宅などの親子メータ管理ができることと

し、属性項目についても同様に管理できる仕組みとする。 

⑥ 貯水槽情報属性項目 

水槽番号、水槽区分、水栓番号、管理者名、型式、備考 

⑦ 漏水情報登録 

調査年月日、漏水区分、漏水分類、発生場所、管種、口径、推定漏水量、

備考 

⑧ 橋梁添架管情報属性項目 

    橋梁添架管番号、橋梁名、管種、口径、河川名、備考 
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6. 機能要件 
システム操作の基本形態は、マウスの操作により容易に操作が可能であるこ

と。 

以下に記載されている機能要件は、標準搭載またはカスタマイズで対応可能

であること。 

 

（１）全体表示機能 

ワンクリックで行政区全体を表示させるアイコンがあること。 

 

（２）３６０度スクロール機能 

地図上でマウスをドラックし続けることにより、目的地に到達できること。

到達したらドロップでスクロール停止できること。 

 

（３）移動機能 

マウスのドラッグ&ドロップ機能により画面をスクロールすること。またホ

イールボタンのないマウスでもキーボード操作で対応できること。 

 

（４）中心拡大・縮小機能 

マウスホイールで拡大縮小する場合、マウスポインタがある所を中心に拡

大・縮小できること。 

 

（５）範囲拡大・縮小機能 

マウスで範囲指定した場所を拡大・縮小できること。 

 

（６）縮尺指定表示機能 

縮尺数値を入力する事で現在表示されている画面の表示縮尺を変更できるこ

と。 

 

（７）座標表示機能 

地図上にマウスポインタを当てた場所の X、Y 座標数値の表示ができるこ

と。 

 

（８）座標移動機能 

座標数値（X、Y）を入力する事で該当場所に移動できること。 
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（９）マルチ画面機能 

２画面、４画面のマルチ画面表示ができ、かつ各々の画面が連動するかしな

いかチェックボックス等で設定できること。 

 

（１０）ブックマーク機能 

保存したい画面を表示縮尺のまま無制限でブックマークとして保存でき、ブ

ックマークを表示させたい場合、プルダウンからリスト選択ができること。 

 

（１１）表示レイヤ切替機能 

ユーザ毎に表示されるレイヤを切替え、色変更、線種の変更、表示縮尺の変

更ができること。 

 

（１２）表示レイヤ切替設定保存機能 

表示切替えしたレイヤ設定は保存ができ、起動時はユーザ毎に設定されたレ

イヤが表示できること。 

 

（１３）画面回転（３６０度）機能 

画面を３６０度自由にマウス操作で回転でき、元に戻す場合はリセットボタ

ンがあること。 

 

（１４）索引図表示機能 

索引図は常に全体表示し、現在詳細図で表示されている場所が縦横の赤ライ

ンにより確認できること。 

 

（１５）ガイダンス表示機能 

操作方法のガイダンス表示が機能毎に画面上に表示されること。 

 

（１６）属性からの建物色変更機能 

給水情報や建物情報などから建物ポリゴンの色を変更することができ、設定

はログインユーザ毎に設定できること（例）給水口径によって色を変更、用

途により色を変更など。 
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（１７）住所検索機能 

登録されている住所で検索ができ、対象物に移動した後は建物の属性情報が

自動で表示できること。 

 

（１８）建物情報検索機能 

建物に登録されている属性情報の検索ができ、移動ができること。 

 

（１９）各種検索（水栓番号・使用者名・番地・メータ番号）機能 

水栓番号・使用者名・番地・メータ番号による検索ができ、移動ができるこ

と。 

 

（２０）町名画面表示・移動機能 

国土地理院街区データを取り込む事により、画面上に表示されている場所の

町丁目名が常に表示されること。また街区や番号をプルダウン選択することで

建物へ移動できること。 

 

（２１）目標物画面表示・移動機能 

カテゴリ別に登録した目標物に対してプルダウン選択にて移動できること。 

 

（２２）図郭番号画面表示・移動機能 

現在の図郭番号を常に画面上に表示することができ、プルダウンから図郭番

号を選択する事により移動できること。 

 

（２３）距離計測機能 

マウスでクリックし、次のクリックまでの距離を表示し、ダブルクリックす

るまで複数回の合計距離も同時に表示できること。 

 

（２４）面積計測機能 

ポリゴンを作図する事により、面積を表示することができること。 

 

（２５）図形計測機能 

図形を選択する事により、ラインの場合は距離を、ポリゴンの場合は面積を

表示することができること。 
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（２６）角度計測機能 

角度のある図形に対して外円角度、内円角度を測定表示ができること。 

（２７）地形レイヤ確認機能 

マウスで選択した図形のレイヤ名が表示できること。 

 

（２８）ラスターレイヤ確認機能 

マウスでクリックした場所に存在するすべてのラスター画像を表示させ表示

順番の変更もできること。 

 

（２９）地盤高確認機能 

標高を見たい地点に対してマウスで連続クリックすることで、クリック地点

順に「標高差」と「距離」をライン上に表示できること。 

 

（３０）基本印刷機能 

画面に表示されている場所を印刷できること。 

 

（３１）指定縮尺印刷機能 

縮尺値を指定して印刷できること。 

 

（３２）角度指定印刷機能 

マウス２点クリックで角度を指定し、その角度に合わせた印刷ができるこ

と。 

 

（３３）画面中心指定印刷機能 

画面上に印刷される用紙枠が表示させ、印刷範囲を確認しながら印刷できる

こと。 

 

（３４）範囲指定印刷機能 

マウスで指定した範囲を印刷できること。 

 

（３５）路線指定印刷機能 

マウスで複数の路線指定が可能であり、選択された路線を赤く強調表示さ

せ、その複数路線がある図郭のみ全て印刷することができること。 
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（３６）分割印刷（のりしろ印刷）機能 

指定した印刷範囲を、指定した用紙サイズ・縮尺に収まるよう自動分割を行

い、プレビュー確認と印刷の実施ができること。出力後貼り合わせるため

の、のりしろの設定ができること。 

 

（３７）図郭番号指定印刷機能 

図郭番号を指定する事により印刷できること。 

 

（３８）印刷プレビュー表示機能 

印刷されるイメージをプレビュー表示できること。 

 

（３９）印刷機設定機能 

出力される印刷機の設定を本システム側からもできること。 

 

（４０）強調表示印刷機能 

画面上に表示されたランク表示・検針順路図・強調表示など、印刷テンプ

レートに合わせて抽出部分のみ印刷することができ、個人情報も非表示にで

きること。 

 

（４１）PDF 出力機能 

範囲指定、中心指定、図郭番号指定で出力できること。 

 

（４２）DXF・DWG 出力機能 

範囲指定、中心指定、図郭番号指定、サイズ指定（ｍ）で出力できるこ

と。 

 

（４３）Word、Excel 出力機能 

範囲指定、中心指定、図郭番号指定、サイズ指定（ｍ）で出力できるこ

と。 

 

（４４）JPG、BMP、PNG 出力機能 

横サイズピクセル指定、圧縮率％指定で出力できること。 
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（４５）属性データ CSV 入出力機能 

外部に属性データを CSV 出力し、編集後に取り込みができること。 

 

（４６）ドラッグ＆ドロップ CSV 取込検索機能 

検索対象属性項目が保存されている CSV ファイルを地図上にドラッグ&ドロ

ップするだけで、検索対象が一覧表示でき地図上に強調表示できること。 

例：メータ交換リストをドラック＆ドロップで地図上に該当箇所が強調表示 

 

（４７）ドラッグ＆ドロップ CSV 取込プロット機能 

座標値の入った CSV ファイルを地図上にドラッグ&ドロップする事により事

前にプロット対象属性項目に保存された X、Y の座標データを読み取ってシ

ンボルを地図上に自動配置できること。 

 

（４８）ドラッグ＆ドロップ水圧データ取込機能 

DLS データ（拡張子が FDD、FDX の水圧データ）を登録したい弁栓にドラッ

グ&ドロップするだけで解析し、測定開始時刻、間隔、単位、実測最大値、

実測最小値を保存し、水圧データが登録されること。登録された弁栓上には

吹き出しで【水圧】と表示できること。 

 

（４９）ドラッグ＆ドロップ流量データ取込機能 

DLS データ（拡張子が TND、TNX の流量データ）を登録したい弁栓にドラッ

グ&ドロップするだけで解析し、測定開始時刻、間隔、単位、実測最大値、

実測最小値を保存し、流量データが登録されること。登録された弁栓上には

吹き出しで【流量】と表示できること。 

 

（５０）料金データ取込機能 

料金システムから出力された CSV データを容易に自動取込更新ができるこ

と。 

 

（５１）地盤高データ取込機能 

国土地理院の標高データを取り込めること。 

 

（５２）GeoTiff 取込機能 

座標データがある GeoTiff を容易に取込ができること。 
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（５３）Tiff 画像取込機能 

座標データが無い Tiff（竣工図等）を容易に取込ができること。 

 

（５４）竣工図幾何補正取込機能 

竣工図を幾何補正してシステム画面上に張り付けることができること。 

 

（５５）ログ記録機能 

システム動作ログが一日単位で記録できること。 

 

（５６）サポートログ記録機能 

エラーログが一日単位で記録できること。 

 

（５７）ユーザ作図履歴の属性への登録機能 

施設関係のデータ（属性が存在するデータ）には必ず登録したユーザ名と

登録日時を記録できること。 

 

（５８）セキュリティーログ機能 

料金データなどの個人情報を取り扱うため、本システムで個人情報が含ま

れる情報の閲覧や印刷を行った場合には、使用したユーザＩＤ、時間、IP、

動作などをログ情報として保存できること。また、管理者はログ情報を検

索・集計ができること。 

 

（５９）ユーザ機能 

① ユーザ追加 

権限を持ったユーザの追加ができること。 

② ユーザ削除 

登録されているユーザを削除できること。 

③ ユーザ切替 

システムを再起動すること無く、ログインユーザの切替えと権限切替えが

行えること。 

④ ユーザ管理 

登録されているユーザの管理画面が開き、権限変更や起動内容を変更でき

ること。 
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（６０）バックアップ・リストア機能 

① 任意のタイミングでバックアップやリストアができること。 

② 自動で時間を設定してバックアップができること。 

 

（６１）管路情報抽出機能 

管路に登録されている属性情報を抽出できること。 

 

（６２）管路範囲指定抽出機能 

管路の範囲指定は「エリア範囲内に収める」、「エリア範囲外まで作図され

た物を含む」、「エリア範囲で切る」のいずれか選択が可能であり、それぞれ

で抽出・集計することができること。 

 

（６３）耐震管比率集計機能 

管路に登録されている耐震管の比率などを集計できること。 

 

（６４）弁栓情報抽出機能 

弁栓に登録されている属性情報を抽出できること。 

 

（６５）消火栓エリア円表示機能 

消火栓を中心に指定した範囲で円を作図できること。 

 

（６６）給水情報抽出機能 

給水装置に登録されている属性情報を抽出できること。 

 

（６７）給水情報建物リンク未リンク抽出機能 

給水装置と建物のリンク状態（リンク済、未リンク）が選択でき、抽出で

きること。 

 

（６８）抽出結果一覧表表示機能 

抽出機能での抽出結果を一覧表で表示できること。 

 

（６９）集計データ EXCEL ファイル出力機能 

集計データは EXCEL ファイルで出力でき、項目型（テキストや数値型・日
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付型など）を保持したまま EXCEL ファイル出力できること。 

 

（７０）水道施設抽出機能 

ポンプ場、防火水槽、水管橋、用地、漏水情報、事故情報、工事情報、修

繕情報、固定資産情報、ボーリング情報、配水池情報、浄水場情報、流量計

情報、配水系統情報、貯水槽情報に登録されている属性情報を抽出できるこ

と。 

 

（７１）抽出結果クロス集計機能 

全ての抽出結果一覧表から属性項目を指定する事によりクロス集計できる

こと。 

 

（７２）抽出結果強調表示機能 

抽出した結果をマウスで選択もしくは全選択し、地図上で強調表示できる

こと。 

 

（７３）抽出結果ランク別表示機能 

抽出した結果をランク別に色分け表示できること。 

 

（７４）追加登録施設抽出機能 

追加したレイヤの施設を抽出できること。 

 

（７５）一覧表並び順変更機能 

一覧表の項目名をクリックするだけで降順・昇順の切替えができること。 

 

（７６）一覧表からの移動機能 

一覧表内の対象者・対象物をダブルクリックする事で施設に移動するこ

と。その場合、施設の属性情報ウインドウも同時に表示できること。 

 

（７７）背景図作図・編集機能 

背景図をシステム上でも作図・編集ができること。 

 

（７８）道路ルート図作図機能 

検針順路図作成時に利用する道路ルート図に対し、一方通行、両方向通行
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可などの設定ができ、道路関連属性項目の登録もできること。 

 

（７９）寄り・深度登録機能 

弁栓類の寄り（出幅）・深度（土被り）を登録し、画面上に表示できるこ

と。 

 

（８０）オフセット作図機能 

目印になる背景図から目標物（水道施設等）に距離を表示させオフセット

図を作成できること。 

 

（８１）図郭・図郭番号自動作成機能 

任意で図郭サイズや縮尺情報を入力することで図郭作成と図郭番号が自動

作成できること。 

 

（８２）一括削除機能 

範囲指定する事により、範囲内に存在する背景施設を一括で削除できるこ

と。 

 

（８３）建物リンク機能 

建物ポリゴンに対して料金情報を反映した給水情報・排水設備情報のリン

クができること。 

 

（８４）管路作図機能 

画面上にマウスでクリックしながら管路を作図し、ダブルクリックによる

作図終了後、属性情報入力画面が自動で開き、管路属性情報を入力できるこ

と。 

 

（８５）弁栓作図機能 

導・送・配・給水管を作図後、配置したい場所に弁栓を配置でき、配置時

は管路角度を自動で取得できること。 

 

（８６）給水装置作図機能 

メータや給水管の作図時、事前に取り込まれた料金データや建物データを

基に、建物リンク処理が行えること。 
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（８７）貯水槽作図・リンク機能 

貯水槽シンボルは建物とリンクし、シミュレーションなどに反映されるこ

と。また、メータと貯水槽間の給水管の作図ができること。 

 

（８８）メモ登録機能 

事故、漏水、意見などの情報をメモとして登録でき、登録内容別にシンボ

ルを変更できること。また検索や抽出も容易にできること。 

 

（８９）工事情報複数登録機能 

同じ工事情報を登録する際、管・弁栓に対して一つ一つに登録するのでは

なく、マウスとキーボード操作でグルーピングを行い、一括登録できるこ

と。 

 

（９０）工事箇所登録機能 

道路上にこれから発生する水道管設置工事の情報を登録できること。 

 

（９１）水管橋登録機能 

水管橋に作図された配水管にシンボルを配置して、属性情報を登録できる

こと。 

 

（９２）修繕情報登録機能 

漏水による修繕が完了した場所などに修繕情報を登録できること。 

 

（９３）配水池・浄水場登録機能 

配水池・浄水場に対してシンボルを配置して属性情報を登録する。断水検

索や給水経路検索などの起点として登録ができること。 

 

（９４）設置型計測器登録機能 

電磁流量計のシンボルを配置して、属性情報を登録できること。 

 

（９５）給水管解析機能 

① 給水主管の口径が決定している場合に適切な取り出し戸数を算出するこ

と。 
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② 取り出し戸数が決定している場合に適正な給水主管の口径を算出するこ

と。 

 

（９６）断水検索機能 

① 工事場所（管上）を指示する事により閉止する仕切弁等を強調し、断水エ

リアをディスプレイ上にハイライト表示すること。管路から末端となる給

水エリア（ドレン管（弁）など）についても断水表示されること。 

② 動作不良で閉止できない仕切弁は、隣接管路を指示する事で再度断水検索

が行え、閉止仕切弁や閉止不可仕切弁の属性を考慮した断水検索が行える

こと。 

③ 断水範囲内の建物の塗りつぶしができ、メータ情報に格納されている内容

によって、色の変更が行えること。（例：貯水槽有りの建物を別の色で塗

りつぶすなど。） 

 

（９７）検針順路機能 

① 料金システムから取得した検針データをもとに矢印付の検針順路を自動作

成できること。また、矢印の色や表示間隔を自由に調整できること。 

② 検針順路図を作成して、マウス操作により順路図を編集できること。編集

は建物を選択する場合とメータを選択する場合の両方に対応できること。 

③ 水道料金システムデータを受け取ることで、検針区や検針員毎の検針順路

の表示が行えること。編集に対応するために検針順路番号はユニーク番号

に再編集すること。 

 

（９８）配水系統検索機能 

配水系統を検索し画面上でハイライト表示できること。 

 

（９９）維持管理情報管理機能 

漏水履歴情報・濁水履歴情報・貯水槽情報・水圧情報・流量情報等の管理

ができ、様々な検索や分析ができること。 

 

（１００）ファイリング機能 

竣工図、給水申請書等のデータを取り込みができ、施設データと関連付け

て登録が可能であること。 
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（１０１）水道料金システムデータ取込機能 

① 水道料金システムにて管理する項目に関して CSV 出力されたデータを本シ

ステムに取り込みし、データ更新が可能なものとすること。 

② 取り込まれたデータで給水情報が変更される場合は、建物図上に表示され

た使用者名が自動変更できること。 

 

（１０２）水圧分布図作成機能 

現地測定された水圧データ（DLS データ形式）がパソコン版データロガ処

理ソフトウェア（DLS 専用ソフト）との連動による時系列色分け分析表示が

可能であること。時系列表示の時間軸・表示間隔時間は任意で設定ができる

こと。 

 

7. ファイリングシステム 
 

（１）ファイリング入力機能 

データ化されたファイルを取込でき、データベース内で暗号化できること。 

 

（２）データ検索 

本システムでファイリングシステム内のデータ検索でき、そのリストからも

ファイリングのデータが抽出できること。 

① 竣工図 

本システムの配水管情報属性項目でデータ検索し、その検索結果リストか

ら即座に竣工図を検索・表示できること。 

② 給水申請書 

本システムの給水装置属性項目でデータ検索し、その検索結果リストから

即座に給水台帳を検索・表示できること。 

 

（３）ビューア 

ファイリング図面を表示するビューアは、以下の機能を備えていること。 

① サムネイル機能（分割ビューア） 

ファイリング図面が複数ページある場合は、分割してビューア表示できる

こと。 

② 矩形選択とクリップボードに複写できること。 
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（４）アクセス権限 

アクセス制限は、｢管理者｣、｢編集｣、｢閲覧｣等の権限設定が ID 等によりで

きること。 

また、操作ログを管理できること。 
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8. 施設情報システム 
 

（１） 管理・設定関係機能 

① ユーザの登録・削除・変更ができること。 

② 管理、編集、参照等のユーザ権限設定ができること。 

③ 年号の西暦・和暦切り替えができること。 

④ 消費税率の設定ができること。 

⑤ バックアップ・リストアができること。 

⑥ 施設の写真や鳥瞰図の登録ができること。 

⑦ 水道管路管理システムとの連携ができること。 

 

（２） 設備情報登録機能 

① 施設や設備毎にツリー表示ができること。 

② ツリー上から設備の追加や複製ができること。 

③ 設備の簡易検索・詳細検索ができること。 

④ 検索結果を指定の様式で Excel ファイルへ出力ができること。 

⑤ 設備情報の登録・編集ができること。 

⑥ 設備毎に複数のファイリングデータの登録ができること。 

 

（３） 工事情報登録機能 

① 工事毎にツリー表示ができること。 

② ツリー上から工事の追加や編集ができること。 

③ 工事の簡易検索・詳細検索ができること。 

④ 検索結果を指定の様式で Excel ファイルへ出力ができること。 

⑤ 工事情報の登録・編集ができること。 

⑥ 補助金等の財源内訳の登録ができること。 

 

（４） 資産情報登録機能 

① 資産情報登録ができること。 

② 工事情報、設備情報との関連付けができること。 

③ 工種毎に償却条件設定ができること。 

④ 資産情報の検索ができること。 

⑤ 検索結果を指定の様式で Excel ファイルへ出力ができること。 
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（５） 保守情報入力機能 

① 設備毎に保守情報の登録ができること。 

② 履歴管理ができること。 

③ 任意の条件で検索ができること。 

④ 検索結果を指定の様式で Excel ファイルへ出力ができること。 

⑤ 保守情報毎にファイリングデータの登録ができること。 

 

（６） 故障情報登録機能 

① 設備毎に故障情報の登録ができること。 

② 履歴管理ができること。 

③ 任意の条件で検索ができること。 

④ 検索結果を指定の様式で Excel ファイルへ出力ができること。 

⑤ 故障情報毎にファイリングデータの登録ができること。 

 

（７） 修繕情報登録機能 

① 設備毎に修繕情報の登録ができること。 

② 履歴管理ができること。 

③ 任意の条件で検索ができること。 

④ 検索結果を指定の様式で Excel ファイルへ出力ができること。 

⑤ 修繕情報毎にファイリングデータの登録ができること。 

 

（８） 図面管理機能 

① 施設平面図の登録ができること。 

② 平面図へ建物及びフロア登録ができること。 

③ 各フロアへ設備情報の登録と呼出しができること。 

④ 施設フロー図の登録ができること。 

⑤ フロー図内の各工程へ設備情報の登録と呼出しができること。 

 

9. 管網解析システム 

 

（１） 管網解析機能 

管網解析機能は次の機能を有すること。 

① 分析結果表示 

流方向、流量、流速、有効水頭等の計算結果を視覚的に表示し、現状把握
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が容易にできること。 

② 解析結果印刷機能 

表示された解析結果を任意の縮尺で印刷できること。 

③ 配水施設設定 

減圧弁、ポンプ、系統境界仕切弁等の条件を設定できること。 

④ 解析基礎データ生成 

解析に必要な管網などの基礎データは、本システムから容易に生成できる

こと。 

⑤ 任意施設への配水経路表示 

病院等の任意施設から浄水場又は配水池までの経路表示と、経路内配水管

の一覧表示ができること。 

⑥ 残留塩素濃度解析結果表示 

残留塩素濃度を色分けランク表示ができること。 

⑦ 濁水影響範囲解析機能 

濁水発生時に影響を与える管路を指定し、濁水が到達する時間のシミュレ

ーションができること。 

⑧ 管網解析システム上での直接解析機能 

節点や管路に加算水量として大口給水水量を与えて計算することで、大口

の給水分岐の管網解析ができること。 

⑨ 解析対象範囲 

給水分岐後の給水範囲と、周辺管路における水圧、流量等の変化のシミュ

レーションができること。 

⑩ 解析条件変更 

解析対象区域内における管種、管径、延長、給水戸数等の条件変更に伴う

再シミュレーションが容易にできること。 
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10. ローカルモバイルシステム 
 

（１）採用端末 

モバイル端末は災害時に通信環境に依存せずに使用可能なものを採用し、フ

ァイリングデータの確認が十分に可能な容量のモデルを採用すること。 

 

（２）ファイリング機能 

モバイル端末にコピーしたファイリングデータを閲覧できること。 

 

（３）現地情報登録 

① 現地では漏水情報、メータ情報、事故情報、メモ情報が登録できること。 

② 登録した属性情報に現地で撮影した写真を添付できること。 
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11. ハードウェアおよびソフトウェア構成 
（１）ハードウェアの構成 

導入するハードウェアは以下を基本構成とする。但し、ＣＰＵや記憶装置の

スペック並びに機種等の選定にあたっては、甲及び乙にて協議の上、当該時点

での最適な物を決定するものとする。 

① デスクトップパソコン    ３台 

(ア) ＯＳ：Ｗｉｎｄｏｗｓ（Ｒ）１１Ｐｒｏ 

(イ) ＣＰＵ：Ｃｏｒｅ ｉ７‐１４７００ 

(ウ) メモリ：３２ＧＢ 

(エ) グラフィックメモリ：４ＧＢ 

(オ) 記憶装置：５１２ＧＢ（ＳＳＤ） 

(カ) サポートパック：翌営業日出張修理（平日９：００～１７：００対応）  

② ２７型以上ワイド液晶ディスプレイ     ４台 

(ア) 解像度：１９２０×１０８０         

③ タブレット端末     ９台 

(ア) ｉＰａｄＰｒｏ ５１２ＧＢ 

④ ＮＡＳ 

(ア) ４ＴＢ 

⑤ その他：搬入設置及び設置に必要な部品等 

               

（２）ソフトウェアの構成 

本システムの内訳は以下の通りとする。 

① マッピングシステム    ３ライセンス 

② ファイリングシステム    １式 

③ 管網解析システム     １式 

④ ローカルモバイルシステム         ９ライセンス 

⑤ マイクロソフトオフィス（スタンダード）  ３ライセンス 

⑥ PDF ソフト      ３ライセンス 

⑦ ウイルスセキュリティソフト   ３ライセンス５年分  

⑧ 電子地図      ３ライセンス 
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12. システム承認及び検査 
（１）システム承認 

乙は本システムの構築にあたっては、甲にその仕様詳細について承認を得る

事、完成時には甲の検査を受け合格したものを納品すること。 

 

（２）検査データ 

前項の検査に使用するデータは、甲の提供する図書類等を用いて乙が構築し

たデータベースを用いて行うこと。 

 

（３）責任範囲 

検査時において合格しない作業項目やデータ等については、その責任が甲の

提供する図書類等に限定される場合を除き、乙のシステム、あるいは、データ

ベースの更新を行うこと。 
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13. その他 
（１）システム運用教育 

乙は甲の選任する職員に対して、システム仕様の運用についての教育を行う

ものとする。 

教育方法については、導入後、一定期間において指導するものとし、日程な

ど協議のうえ実施する。 

 

（２）拡張性 

システム機器のハードウェアおよびソフトウェアの増設等に関しては、大幅

な増設を除き、基本システムの変更の必要がないシステムを導入すること。 

 

（３）一般的損害賠償 

乙の損害賠償責任は甲が現実に被った直接、且つ、通常の損害に対する賠

償に限られるものとする。 

但し、乙はいかなる場合にも甲の逸失利益、および、データ消失、または、

毀損により生じた損害を含む特別な事情から生じた損害については責任を負

わないこととする。 

 


